
第６回六⾓川⽔系流域治⽔協議会
会議資料

令和５年５月２６日

（議事１ 流域治水対策行動計画に基づく行動結果の報告）
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① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■緊急浚渫推進事業【多久市】

市が管理する河川の緊急浚渫事業を実施（令和３年度～令和６年度）
河川氾濫等の大規模な浸水被害が相次ぐなか、河川の浚渫が重要であるため計画的に実施

クリークやため池の緊急浚渫事業を実施（令和４年度～令和６年度）
クリークやため池の浚渫により豪雨時の貯水量を確保し、農村地域の浸水被害を低減
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③ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策

■農村地域防災事業【多久市】

近年多発する豪雨災害の対策の一つとして、ため池災害からの被害を軽減し農村地域の防災力を強化
・既存のため池の劣化状況及び豪雨に対する性能を評価
・ため池が決壊した場合の浸水範囲をシミュレーションし、地域住民の避難に活用
・作成したハザードマップをお知らせするため、看板を設置

＜ハザードマップ作成数＞

・令和3年度 23施設 完了
・令和4年度 15施設 完了
・令和5年度 16施設 予定
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武 雄 市
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令和４年度の治⽔対策の状況 武雄市

た め る な が す お く る
⽥んぼダム の整備

１６５ha 実施

ため池
既存ダム の 事前放流

貯⽔量 約130万㎥

遊⽔公園 候補地調査

市河川 14個所

河川 の
緊急しゅんせつ
市河川 １８箇所（市内）

排⽔ポンプ⾞を
市で購⼊（2台）

120



⽔害へのさらなる備え 武雄市

■内⽔デジタルハザードマップの整備

浸⽔深をきめ細かく設定することで、
さらなる⾃助・共助の強化へ

■臨時災害放送局の整備

①地域防災⼒のさらなる充実・強化 ②さらなる情報伝達⼿段の充実・強化

➂防災の記憶を⾵化させないために

■災害記録誌の作成

■浸⽔位置表⽰板
の設置（市内56か所）

④万⼀に備えるために

■⼟のうステーション
の設置（市内９か所）
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⼩ 城 市
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⼤ 町 町
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〇大町町においては、令和元年の佐賀豪雨と令和３年の記録的大雨で大規模な浸水被害に見舞われ、下潟排水機場では、浸水被害が発生しポン
プ停止をせざるを得なくなり内水氾濫が拡大しました。これらの災害を教訓に排水機場の再度災害防止及び福母地区の内水対策に取り組んでい
ます。具体的には想定最大の浸水に備えた耐水化対策として、高さ2.3mの止水壁を設置し、除塵機の動力部分(モーター、操作盤、コンベア)も
嵩上げ(2.3m)します。また浸水が予想される場合は、事前に排水機場から避難しても隣接の堤防から操作(停止)できるように遠隔操作設備や排
水機場の場内、場外の様子を監視出来るようにカメラ(6ヶ所)も整備します。(県営農地等災害復旧受託事業 整備完了:令和5年出水期まで)
(実際に浸水した水位までの止水壁の設置等は災害復旧事業、将来に想定される水位までの止水壁等の更なる嵩上げは災害関連事業で整備)
また、特に浸水被害が大きかった福母地区の内水対策を強化するため、下潟排水機場の機能向上として排水ポンプを増設(排水能力:毎秒3.0㌧)
します。(農業水路等長寿命化・防災減災事業 整備完了:令和6年出水期まで)

下潟排水機場の復旧・機能向上に係る整備計画
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ため池洪水調節機能強化事業

農業用ため池としてかんがい機能を廃止又は縮小しているため池につ
いて、洪水調整施設として活用する為、堤体改修や低水管理に必要な
排水施設の設置等を行います。(整備目標:令和7年度)

仏法ため池 堤高7.4m    提頂高124.0m    総貯水量22.2㎥
宮浦ため池 堤高6.8m 提頂高250.0m 総貯水量40.7㎥

仏法ため池

宮浦ため池
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江 北 町
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排⽔対策の体系

江北町総合排⽔計画（流域治⽔対策⾏動計画）に基づく⾏動結果の報告

強制排⽔能⼒強化
〔流す〕

連続運転

浸⽔対策

⼈員
燃料
冷却⽔

モーター化

耐⽔化
環境整備

待機室整備、操作マニュアル作成
タンク増設（フル稼働で3⽇間運転可能容量を確保）
⽔中ポンプ導⼊（エンジン冷却⽤ポンプの購⼊）
電動機へ更新（エンジンからモーターへの更新）

排⽔機場の⽌⽔板（座⾯標⾼2.7mを浸⽔想定とし対策）
進⼊道路の整備

強制排⽔能⼒強化
〔溜める〕

事前落⽔

貯留機能

体制整備
協議会設置
ため池
⽤⽔路
樋管

ルール化
関係者との連携（区⻑、ゲート管理者等）
事前落⽔の構築
貯留容量の確保 ⽀障⼯作物の撤去
積極的な活⽤

ため池
⽤⽔路

⽥んぼダム

不使⽤ため池の確認
⽔路の不要貯⽔の確認

導⼊の研究（効果検証）

不要貯⽔

町外流⼊防⽌
〔防ぐ〕

⼩城市

⼤町町

満神P

⾼良川

武雄河川事務所と連絡調整

杵藤⼟⽊事務所と連絡調整

129



強制排⽔能⼒強化

待機室の改修

連続運転・浸⽔対策

燃料タンク増設
操作員待機室の全⾯改修・トイレ洋式化 フル稼働時にて７２時間運転可能容量を確保

EL2.70mを浸⽔想定⽔位とし対策

〜令和3年8⽉豪⾬を踏まえた対策〜

⽌⽔板の設置 進⼊路の嵩上
進⼊道路の冠⽔対策
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事前落⽔要請の実施状況

5/6 18時00分現在 累積降⽔量63.5mm 事前落⽔要請有

① 令和5年5⽉6⽇〜7⽇の2⽇間の⾬量の合計 141mm（5/6 73mm、5/7 68mm）

１ 事前落⽔要請の実施状況

２ 事前落⽔要請有無による⽔路の⽐較

① 令和4年度：4回実施（7/15〜16⼤⾬、7/18〜19⼤⾬、8/16〜17⼤⾬、9/5〜6台⾵11号）

② 令和5年度：1回実施（5/6〜7⼤⾬）

※⾬量はいずれも江北町役場⾬量計による計測

事前落⽔

4/29 17時30分現在 累積降⽔量63.5mm 事前落⽔要請無

令和5年5⽉6⽇〜7⽇の⼤⾬対応
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⽩ ⽯ 町
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【１】氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

１

■支川の流出抑制・氾濫抑制の取組

【事前排水の取り組みを継続して実施】
→ 防災行政無線を使用して町内全域に事前排水の呼びかけ、巡回により個別に事前排水を要請
→ これまでの事前排水の強化として、框高から更に△５０㎝の排水を依頼（100万トンの貯水能力増）

継続

≪排水調整会議の開催≫

○近年の天候（大雨）の傾向と対策
○事前排水の重要性の説明
○調整員、上下流地域間の連携強化などクリークの水位低下運用

クリークを活用した雨水貯留容量の確保

事前排水 強化

（通常時） （これまでの事前排水高） （事前排水の強化）

■浸水被害を軽減する取組

排水機場や排水ポンプ車等の整備

排水ポンプ車等の整備

〇冠水常襲地帯への排水ポンプ整備（２箇所）
（予算額 200,000千円）
→ 馬田排水ポンプ新設（0.5 ㎥/s × 2基）
→ 西田排水ポンプ増設（0.3 ㎥/s × 1基）
※令和５年５月設置完了 ６月運転調整

新規
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【２】被害対象を減少させるための対策

【３】被害の軽減・早期復旧・復興のための対策

２

新規

■“逃げ遅れゼロ”へ向けた情報発信システム等の整備

水位計、空間監視カメラ等の整備によるリアルタイム情報の発信

〇防災監視カメラシステム整備事業（予算額 25,009千円）
目的：町内の冠水常襲地域への防災監視カメラの設置、冠水状況の公開クラウドシステム等の

構築により、正確な災害情報をリアルタイムで住民に提供することで、住民の安全な
避難行動に繋げる。

防災監視カメラの設置 管理クラウドシステム構築 公開クラウドシステム構築

期間：令和6年3月までに構築（1月以上のテスト運用を含め）令和6年4月からの本格運用を予定

監視カメラの設置、情報の発信

冠⽔常襲地域の
道路、河川

監視カメラ（10台）
町ホームページで公開複数の部署で画像を

閲覧できる

■住まい方の工夫に関する取組

住宅地の嵩上げ等の推進

水害に強い住まいづくりの推進

〇住宅浸水対策事業（予算額 2,000千円）
目的：浸水被害を軽減及び浸水被害を未然に防ぐため、住宅嵩上げ等の浸水対策を行った住宅の

所有者等に、住宅の浸水対策に要した費用の一部を補助する。

継続
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佐 賀 地 ⽅ 気 象 台
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